
別紙

１．地域農業再生協議会名

(協議会)

２．活用実績額の総括表 （単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

14,635,000 12,490,000 2,145,000 14,252,014

産地交付金の活用実績の明細

活用実績額

東海村地域農業再生協議会

東海村地域農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）



３．活用実績

配分枠

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米 野菜 花き・花木 果樹

その他の
高収益
作物
※２

1 団地化加算（麦） 1 2957.82 2,943 14,000 4,120,200 20,463 6,022,247

2 ブロックローテーション加算 1 1748.75 1,742 6,000 1,045,200 8,775 1,528,600

3-1 二毛作助成（飼料作物） 2 13,000 19,002

3-2 二毛作助成（大豆） 2 255.35 253 13,000 328,900 19,002 480,749

4 飼料用米生産性向上等への加算 1 490.46 490 18,000 882,000 26,307 1,289,043

4 飼料用米生産性向上等への加算 1 741.35 725 16,000 1,160,000 23,385 1,695,407

5 団地化加算（大豆） 1 682.78 682 14,000 954,800 20,463 1,395,576

6 高収益作物の作付助成 1 707.83 11.40 38.07 5.42 751 13,000 976,300 19,002 1,427,041

7 達成加算（麦・大豆） 1 191.04 12.86 202 14,000 282,800 20,463 413,351

8 新市場開拓用米生産性向上等への加算 1 15,000 21,924

9 加工用米生産性向上等への加算 1 15,000 21,924

2,974.04 695.64 1,231.81 707.83 11.40 38.07 5.42
※７ ※７

255.35 9,750,200 14,252,014

14,635,000円

※１　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※２　「その他の高収益作物」及び「その他」に実績面積がある場合は、「その他」に含まれる作物ごとに内訳を、本様式に準じて作成し添付してください。
※３　「助成対象面積計①」は、「交付申請者単位で使途ごとに対象作物すべての実績面積を集計した後ａ未満を端数処理（切捨）した値」の積み上げ値を記入してください。
※４　単価調整がなかった場合は、「調整後ベース」欄の記入は不要です。
※５　「所要額⑤（単価調整がなかった場合は所要額③。以下同様）」は、計算式に基づく交付申請者ごとの交付額の積み上げと合わせてください。
　　　ただし、「単価④」が10円未満の端数があり「所要額⑤」が計算式（①×④÷10）の値とならない場合、「所要額⑤」には別途計算した交付申請者ごとの積み上げ値を記入してください。
※６　「合計（基幹　実面積）」は基幹作を対象とした使途ごとの面積の計でなく、実面積を記入してください（「合計（二毛作　実面積）」も同様）。
※７　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
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（別添）その他作物の内訳

加工用
青刈り

稲

6 高収益作物の作付助成 1 5.42 5 13,000 6,500 19,002 9,501
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４．追加配分等を受けた単価調整等の結果

※　必要に応じ、計画に基づいて行った単価調整等の具体的な手法（計算式）を記入してください。

５．所要額の配分枠超過を受けた単価調整の結果

追加配分または各使途への配分後に余剰が生じた場合は，以下の（１）→（２）→（３）の順に単価を調整する。

（１）整理番号１～９に対し，単価調整係数を乗じて増額調整を行う。
　　単価調整係数（小数点４位以下切り捨て）＝（配分額+追加配分額）÷所要額の合計
　　調整後単価＝当初単価×単価調整係数

（２）さらに残余がある場合は整理番号１～９に対し，一律の金額を上乗せし，単価増額調整を行う。

（３）それでもなお残余がある場合は整理番号４，整理番号８，整理番号９の順に1,000円ずつ充当する。（1,000円未満切り捨て）

【計算式】
（１）単価調整係数＝（配分額：12,490,000円＋追加配分額：2,145,000円）÷所要額：10,012,000円＝1.461
　　 調整後単価（１）＝当初単価×単価調整係数1.461（整理番号1-9全てに適用する）
　　　整理番号1，5，7：14,000円→20,454円
　　　整理番号2：6,000円→8,766円
　　　整理番号3-1，3-2：13,000円→18,993円
　　　整理番号4-1：18,000円→26,298円
　　　整理番号4-2：16,000円→23,376円
　　　整理番号6：13,000円→18,993円
　　　整理番号8，9：15,000円→21,915円
 　追加配分額を含む配分額：14,635,000円-調整後単価（１）での所要額：14,627,529円＝残余額：7,471円

（２）さらに残余額があるため，整理番号1-9全てに対し一律の金額を上乗せし，増額調整を行う。
      7471円÷7975a（総面積）=0.936円/a=9.36円/10a　小数点以下を切り捨てとし，9円（一律の金額）を整理番号1-9全てに上乗せする…調整後単価（２）
      調整後単価（２）での所要額＝14,634,706円　追加配分を含む配分額14,635,000円に対し，残余額：294円。
      残余額が1,000円未満のため，調整完了とする。



※　必要に応じ、計画に基づいて行った単価調整等の具体的な手法（計算式）を記入してください。

所要額が配分額を超過した場合，単価調整係数を算出し，合計額内に収まるよう一律に単価を減額する。
 単価調整係数(小数点第４位以下切り捨て)＝配分額の合計÷所要額（各使途ごとの対象面積×計画当初の交付単価）


	R7産地交付金の活用明細（確定）

